
製品安全センター

プラスチックの難燃化手法と
難燃剤によるトラブル事例について
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難燃剤なし

未処理赤リン

耐水性赤リン

赤リンの種類と添加されたＰＢＴ樹脂の耐湿性

・赤リンを添加したＰＢＴ樹脂は、水分による強度低下が起こる。
・未処理赤リンを添加したＰＢＴ樹脂は、水分による強度低下が大きい。

難燃剤の添加量は、Ｖ０相当

電源

電極間での絶縁劣化メカニズム

キーワードは、「赤リン」

①プラスチック中の赤リンに起こる化学反応
４Ｐ （赤リン） ＋ ５Ｏ2 → Ｐ４Ｏ１０ （五酸化二リン）
Ｐ４Ｏ１０ ＋ ２Ｈ２Ｏ → ４ＨＰＯ３ （メタリン酸） ・・・ 電解質

ＨＰＯ３ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｈ３ＰＯ４ （リン酸） ・・・ 電解質

②電極で起こる電気化学反応 ・・・ イオンマイグレーション
陽極側 ： Ｃｕ → Ｃｕイオン ＋ 電子 銅が銅イオンになり、溶出する。
陰極側 ： Ｃｕイオン ＋ 電子 → Ｃｕ 銅イオンが銅になり、析出する。

（デンドライトが成長する。）

赤リンは、空気中の酸素と水分の影響で変質し、プラスチックの
絶縁性を低下させる。 → 電気が流れる。
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デンドライト
（樹状結晶）

Cu デンドライトに電流が流れると、発熱する。
↓

樹脂の変形・発煙・発火。
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